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危
険
な
状
態

防
火
施
設
は
不
完
全

藤

　
表
る
六
月
十
日
は
本
市
の
大
火
記

念
日
で
し
た
が
、
市
で
は
こ
れ
に
ち

な
み
東
北
大
教
授
藤
田
金
一
郎
工
博

を
招
い
て
十
日
町
市
の
防
火
診
断
を

お
願
い
致
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
市

街
地
の
防
火
施
設
が
弱
体
で
、
中
心

街
が
木
造
家
屋
で
．
密
集
し
て
い
る
た

め
極
め
て
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
診

断
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
は
そ
の
報
告

内
容
。

藤田博士

　
防
火
診
断
に
つ
い
て

　
非
戦
災
地
の
た
め
都
雨
計
画
が
お

く
れ
て
い
る
。
道
路
は
新
国
道
は
よ

い
が
旧
道
は
狭
い
。
こ
の
た
め
冬
期

の
輸
送
な
ど
産
業
発
展
に
麦
輝
が
あ

り
消
防
活
動
も
不
便
で
あ
る
。
水
道

の
消
火
栓
が
小
さ
く
、
一
般
に
防
火

施
設
が
お
く
れ
て
い
る
。
市
内
で
密

集
し
て
い
る
危
険
な
地
域
は
本
陶
、

高
田
町
、
駅
通
り
な
ど
で
い
ず
れ
も

家
屋
が
粗
．
悪
で
延
焼
の
恐
れ
が
あ

る
。
当
市
は
風
は
弱
い
が
五
、
六
月

頃
が
強
風
時
期
で
危
険
な
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
。
公
共
建
物
に
つ
い
て
は
高

校
、
中
学
校
と
も
防
火
壁
な
ど
貧
弱

田
博
士

で
、
工
場
等
に
お
い
て
も
過
半
数
は

密
集
地
に
あ
っ
て
渡
り
廊
ド
で
つ
な

が
れ
大
火
の
導
き
ど
な
る
。
商
店
も

同
様
で
全
体
に
古
い
大
き
な
木
造
家

屋
ば
か
り
で
危
険
だ
し
、
飲
良
、
旅

舘
等
．
も
防
火
壁
が
な
ぐ
防
火
の
措
置

が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
消
防
に
つ
い
て

　
消
防
機
関
は
今
尚
弱
体
で
二
、
三

軒
の
火
災
な
ら
防
げ
る
が
大
火
に
な

う
た
場
合
は
対
処
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
水
利
は
一
般
に
消
火
栓
の
口
径

が
小
さ
い
。
も
っ
と
大
き
く
し
数
も

増
や
す
必
要
が
あ
る
。
消
火
槽
も
八

十
個
位
不
足
し
て
い
る
。
現
任
各
学

校
、
工
場
に
は
一
個
位
あ
る
が
気
や

す
め
程
度
で
あ
る
。
夏
火
災
報
鄭
機

が
是
非
必
農
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る

通
報
で
消
防
効
果
は
望
楼
発
見
よ
り

効
果
が
大
で
あ
る
。

　
消
防
予
算
に
つ
い
て

　
消
防
車
は
現
在
三
台
あ
る
が
五
台

は
必
要
だ
。
職
員
も
現
任
の
二
五
名

を
五
年
後
に
は
四
〇
名
、
十
年
後
に

は
六
〇
名
に
増
強
す
べ
き
と
思
わ
れ

る
。
反
消
防
費
は
現
任
一
般
会
計
予

算
三
億
四
千
万
円
の
う
ち
、
一
、
八

O
O
万
円
で
全
予
算
に
対
し
五
・
三

％
で
あ
る
が
一
船
会
計
が
の
び
五
年

後
で
一
・
五
倍
は
ま
す
の
ぴ
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
消
防
比
率
は
五
・
五
％

▽
入
梅
（
六
月
中
）

環
境
衛
生
に
つ
い
て
H
衣
服

寝．

具
を
つ
と
め
て
日
光
に
あ

て
る
こ
と
。
井
戸
に
汚
水
が

流
れ
こ
ま
ぬ
よ
う
水
は
け
を

よ
ぐ
す
る
こ
と
。
産
卵
期
に

入
る
蚊
や
ハ
エ
の
発
牛
防
止

に
注
意
す
る
こ
と
。

▽
教
科
書
セ
ン
タ
ー
臨
時
分
舘

の
開
舘
（
七
月
十
日
ま
で
）

▽
夏
の
健
康
を
守
る
運
勤
（
二

　
十
一
日
～
七
月
二
十
日
）

▽
貯
蓄
増
強
運
動
（
下
旬
か
ら

七
月
末
日
）

▽
救
ら
い
の
日
（
二
十
五
日
）

縮
少
を
三
期
に
繰
越
す

十
日
町
小
問
題
急
施
市
議
会

　
市
で
は
去
る
九
］
］
急
施
市
議
会
を

開
い
て
、
十
日
町
小
学
校
第
二
期
工

事
の
対
象
補
助
面
積
を
減
ら
す
と
い

う
県
か
ら
の
通
知
に
対
し
て
そ
の
対

策
を
協
議
し
た
結
巣
、
今
回
減
ら
さ

れ
た
分
を
来
年
の
第
三
期
工
事
に
繰

越
す
こ
と
に
し
、
と
り
あ
え
す
三
百

五
十
坪
の
縮
少
坪
数
空
第
二
期
工
事

を
進
め
る
ご
と
と
し
ま
し
た
。
第
二

期
工
串
に
お
け
る
当
初
の
計
画
で
は

四
百
五
十
坪
で
し
た
が
国
の
中
学
増

急
対
策
に
よ
っ
て
補
助
面
積
が
三
百

五
十
坪
に
減
ゐ
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
場
合
当
初
計
画
ど
お
り
に
実
施
す

れ
ぱ
、
本
年
減
ら
さ
れ
た
分
の
補
助

が
も
ら
え
な
く
な
る
た
め
そ
の
分
を

第
三
期
工
事
に
繰
越
す
こ
と
に
な
っ

た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
第
二
期

工
事
は
十
二
教
室
を
建
て
残
り
三
教

室
は
来
年
に
な
る
わ
け
で
す
。

の
診
断

見
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て

四
十
一
年
度
は
二
、
八
O
O
万
円
、

四
十
六
年
度
は
四
、
二
〇
〇
万
円
見

込
ま
れ
る
の
で
相
当
拡
充
で
き
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
住
民
登
録
実
態
調

　
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
住
民
登
録
実
態
調
査
を
来
る
七
月

　一日

現
在
で
行
い
ま
す
。

　
住
．
民
登
録
は
市
行
政
の
大
切
な
基

礎
資
料
で
す
。
選
挙
人
名
簿
、
市
税
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
甲
金
、
予
防

衛
生
等
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
便
用
さ

㊤
入
賞
者
の
表
彰
式

㊦
魚
つ
り
風
景

れ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
各
種
の
免
許
を
と
ら
れ
る
時
、
財

産
売
買
を
さ
れ
る
時
、
印
か
ん
証
明

が
必
要
な
時
、
等
六
…
あ
な
た
が
十

日
町
市
民
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

必
要
が
あ
る
時
に
は
ど
う
し
て
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
近
ご
ろ
住
民
の
移
動
が
あ
っ
て

も
届
出
を
な
さ
れ
な
い
方
、
忘
れ
て

お
ら
れ
る
方
が
ふ
え
て
き
て
実
際
の

人
員
と
登
録
八
員
と
が
く
い
ち
が
っ

て
い
る
乙
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
昨
秋
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
の
人
口
と
市
民
課
の
往
民
簿
の

人
口
と
が
大
き
く
違
っ
て
い
る
こ
と

を
お
知
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
ほ
め
た
こ

と
で
ほ
な
く
正
確
な
住
民
簿
を
正
し

い
申
告
に
よ
っ
て
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
近
日
中
に
あ
な
た

万
区
内
の
調
査
員
の
方
が
調
査
に
伺

い
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。

市
内
電
話
ケ
ー
ブ
ル
大

増
設
申
込
み
は
早
目
に

0

　
ご
の
た
び
電
電
公
社
で
は
三
五
〇

〇
万
円
の
資
金
を
投
じ
て
都
市
計
画

を
も
充
分
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な

工
事
内
容
で
ケ
ー
ブ
ル
等
の
大
増
設

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
工
事
は
全
市
域
に
わ
た

り
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
は
い
ろ

砂
ろ
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

生
じ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
ご

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
工
．
事
期
聞
　
六
月
九
日
－
十
月
四

　
　
　
　
　
日

　
こ
の
工
事
期
間
中
、
現
任
の
ケ
ー

ブ
ル
線
を
新
し
い
も
の
に
切
替
作
榮

を
行
う
た
め
多
少
の
不
通
混
線
等
の

赦
障
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
時
は
速
か
に
一
一
三
益
に

ご
連
絡
下
さ
い
．
こ
れ
に
よ
っ
て
今

申
し
込
ん
で
い
な
が
ら
つ
か
な
い
電

話
や
移
転
も
可
能
に
な
る
わ
け
で

す
。
現
任
新
規
加
入
申
し
込
み
中
の

方
が
七
〇
人
、
ご
の
外
申
し
込
み
書

は
出
し
て
い
な
い
が
電
話
を
ほ
し
い

と
思
い
な
が
ら
た
め
ら
っ
て
い
る
方

も
相
当
多
い
よ
う
で
す
が
、
新
規
架

設
は
公
社
の
予
算
の
都
合
上
一
年
間

賑った市民魚つり大会
第五回市民魚つり大会は去る6月4・6日の両
日市内大池でにぎやかに開かれました。4日子
供の部・6日は一般査それぞれ日ごろの腕を競
いましたが子供の部で村山利弘（750屡）一般
の部山田力三（700咳）　が優勝しました・

に
開
通
で
き
る
数
を
局
別
に
割
当
て

て
お
き
ま
す
の
で
、
こ
の
数
の
範
囲

内
で
申
し
込
み
の
阜
い
も
の
か
ら
開

通
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
少
者
生
活
写
真

募
集

　
働
く
年
少
者
の
生
活
を
、
写
頁
に

よ
っ
て
広
く
社
会
一
般
に
知
ら
せ
、

そ
の
理
解
と
協
力
を
得
て
年
少
労
働

者
の
保
護
福
祉
の
向
上
に
役
豆
た
せ

る
も
の
と
し
、
次
の
よ
う
写
真
募
集

い
た
し
ま
す
。

◎
応
募
規
定

一
、
題
材
は
働
く
年
9
者
を
中
心
に

　
　
し
、
内
容
を
労
働
ま
た
は
余
暇

　
　
牛
活
を
情
景
と
し
た
も
の

二
、
写
真
の
大
き
さ
は
手
札
型
以
上

三
、
作
品
一
枚
ご
と
に
住
所
、
氏
名

　
　
年
令
及
び
簡
単
な
内
容
説
明
を

　
　
書
き
添
え
る
こ
と

四
、
未
発
表
作
品
で
あ
る
ご
と

◎
締
め
切
り
日
“
八
月
二
十
五
日

　
消
防
自
動

　
車
寄
贈

　
　
＋
日
町
消
防
署

　
に
こ
の
倭
、
G
日
本

　
損
害
保
険
協
会
か

　
ら
消
防
目
動
車
一

　
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

　
し
た
。
こ
の
車
は

　
　
一
九
六
一
年
式
日

　
産
一
四
〇
型
の
最

　
新
式
で
高
圧
三
段

．
撒
ダ
ー
ビ
ン
ボ
ン
プ

臼
…
付
で
す
。
こ
れ
で

壕
”
．
同
署
の
自
動
車
ボ

　
ン
プ
は
三
台
に
な

　
　
っ
た
わ
け
で
す
。

ξ
」
5
き
そ

◎
送
り
先
甘
市
教
委
柱
会
教
育
課

　
　
　
　
（
一
括
し
て
労
働
省
婦
く

　
　
　
少
年
局
に
送
り
ま
す
）

◎
発
表
及
び
賞
皿
労
働
大
臣
賞
他
、

　
　
　
入
賞
者
に
は
直
接
通
知
す

　
　
　
る
ほ
か
報
道
機
関
を
も
っ

　
　
　
て
発
表
予
定
。

ラ
ジ
オ
農
業
学
校

　
現
地
循
環
研
修

　
農
村
青
少
年
（
二
千
才
未
満
）
を

対
象
に
、
郡
而
内
農
藁
視
察
を
行
い

ま
す
の
で
希
望
者
は
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

　
な
お
、
こ
れ
は
ラ
ジ
オ
農
．
業
学
校

生
を
主
な
対
象
と
す
る
の
で
す
が
、

．
バ
ス
の
予
裕
も
あ
り
ま
す
の
で
一
般

か
ら
も
募
集
い
た
し
ま
す
．

◎
対
象
“
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い

る
青
少
年

◎
期
日
碍
六
月
二
士
一
百
（
金
）
、

　
市
役
所
前
、
午
前
八
時
四
〇
分
集

　
合
（
降
雨
延
期
）

◎
経
費
H
無
料
（
但
し
昼
食
持
参
の

こ
と
）

◎
コ
ー
ス
皿
吉
田
開
田
事
業
－
吉
田

　
南
部
水
稲
試
作
圃
ー
灘
南
開
拓
実

験
農
場

◎
申
込
み
匹
六
月
二
十
日
ま
で
に
市

　
教
育
委
員
会
内
ラ
ジ
オ
農
藁
学
校

　
事
務
局
（
先
着
順
、
人
員
、
〆
切
）

計
量
器
検
査
は
八
月

　
　
　
メ
ー
ト
ル
法
に
切
替
え
よ
う

固
定
資
産
の
適
正
な
評
価
を
行
う

た
め
、
税
務
課
で
は
昨
年
か
ら
土
地

評
価
を
計
画
し
田
の
評
価
を
開
始
し

ま
し
た
。

昨
年
中
条
地
区
の
現
地
調
査
を
終
り

今
年
は
川
治
、
六
箇
、
吉
田
の
三
地

区
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

評
価
方
法
は
評
価
基
麓
に
よ
っ
て
、

小
字
巫
は
団
地
単
位
で
行
い
部
落
協

力
員
、
地
区
補
助
員
、
税
務
課
員
二

名
の
計
四
名
で
一
班
を
編
成
し
、
一

川
治
、
六
箇
、
吉
田
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年

　
御
承
知
の
よ
う
に
来
年
一
月
一
日

以
後
は
販
引
き
ま
た
は
証
朋
用
に
は

メ
ー
ト
ル
法
単
位
以
外
の
目
盛
の
あ

る
計
量
器
（
は
か
り
に
つ
い
て
は
、

キ
ロ
咳
ー
貫
、
ヂ
馨
ー
ボ
ン
ド
、
キ
ロ
4

ー
斥
等
の
併
用
目
盛
の
は
か
り
）
を

使
用
す
る
と
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
十
日
町
市

に
お
い
て
は
今
年
計
量
器
定
期
検
査

が
八
月
、
頃
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
検
査
以
前

に
併
用
目
盛
に
つ
い
て
非
メ
ー
ト
ル

系
目
盛
の
抹
消
を
販
纒
め
て
修
理
願

う
（
一
括
修
理
の
場
合
は
安
く
出
来

る
）
予
定
で
す
の
で
、
希
望
者
は
而

の
土
地
評
価

役
所
商
工
係
ま
で
御
申
し
込
み
下
さ

い
。

技
能
検
定

◎
第
一
次
試
験
受
験
申
藷
受
付
期
間

　
昭
和
三
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
六

　
月
三
十
日
ま
で

◎
検
定
職
種

　
機
械
工
、
仕
上
工
、
板
金
工
、
建

　
築
大
工
、
左
冒
、
凸
版
印
刷
工

◎
第
一
次
試
験

　
昭
和
三
十
六
年
七
月
二
十
三
日
、

　
同
七
月
三
十
日
尚
二
次
試
験
は
九

　
月
二
十
三
日
か
ら
†
一
月
三
十
日

　
ま
で
。

地
区
を
一
班
で
全
部
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
つ
い
て
は

関
係
地
の
方
女
の
御
協
力
を
得
て
、

調
査
を
順
調
に
進
め
六
月
下
旬
か
ら

始
め
八
月
下
旬
頃
に
終
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。
現
地
立
入
調
査
の
場
合
は

十
分
注
意
い
た
し
ま
す
が
、
田
畑
の

作
物
、
畦
畔
な
ど
多
少
ご
迷
怒
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
を
い
た
だ

き
何
分
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
．
　
（
税
務
課
・
固
定
資
産
係
）

　
通
産
大
臣
表
彰

　
十
日
町
市
廿
日
城
有
限
会
社
樋
熊

機
工
場
（
樋
熊
栄
松
氏
）
は
こ
の
ほ

ど
丁
、
業
統
計
調
査
の
報
告
で
優
良
事

業
所
と
し
て
通
産
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
　
【
写
頁
は
村
山
市
長
か

ら
伝
達
を
う
け
る
樋
熊
さ
ん
】

O
聖
－
聰
亀
亀
ー
亀
－
亀
馳
亀
ー
ー
臨
亀
』
閣
亀
亀
ー
ー
鞠
亀
・
曉
雛
睦
聰
亀
睦
亀
曉
睡
竜
亀
隔
隔
亀
麹
亀
聰
閣
島
亀
ー
亀
畦
亀
O
』
聰
亀
亀
亀
鞠
亀
馳
ー
亀
亀
亀
睡
ー
亀
鞠
亀
亀
自
弔
口
亀
暑
監
亀
自
亀
自
亀
亀
壁
幽
鴫
亀
亀
聖
－
馳
聰
亀
睡
亀
隔
亀
毫
鴫
鶏
口
亀
亀
レ
鴨
亀
蜜
』
『
覧

d

社会を明るくしよう　第11回新潟県社

会を明るくする運動が7月中全県下に展開さ

れます。この蓮動の目的は

　1．犯罪者の矯正及び更正保護の実情につい

　て地域社会の理解を深め広く協力を得る

　こと0

2．犯罪の防止、特に暴力犯罪、青少年非行

　等の防止について地域社会の協力を得る

　ことo

測量にご協力を建設省長岡工事
事務所では7月24日まで、つぎのとおり十日

町地内信濃川筋を測量いたしますので、土地

立入等についてご協力をお願いします。

　L測量の種類一信濃川三角測量

2・測量計画機関一建設省長岡工事事務所

3・測量実施機関一株式会社協同測量社（長

　野市）

聴覚障害者巡回診査耳が聞えず困る
更生相談　　　　　　人、よく言葉が

しやぺれない人、顔面に火傷や怪我の痕があ

つたり、兎唇で悩んでいる人がありましたら

お気軽に相談に来て下さい。

「相談の日時と』場所」

　日時6月21日（水）

　　　　午前9時から午後4時まで

　場　所　神明町　正念寺

　「相談担当者」　県立十日町病院耳鼻科医長

　金野克、十日町市社会福祉事務所係員、

　十日町市社会福祉事務所協議会係員

「相談の内容」

　◎耳の病気、聴覚障害　◎言語機能障害

　◎顔面の奇形診

診療をはじめました　川治診療所の休

診により地域の皆様方に長らく御迷惑をおか

け致しましたが、下記の医師が新任され、去る

6月14日から診療を開始することになりまし

た。こXに開診のお知らせをいたし併せてみ

なさまの御協力を賜りたくお願い申上げます

　尚、六箇出張診療日は毎週火曜日午後1時

より4時までといたします。

　川治診療所医師　深井勝
　専門科　皮膚科、性病外科
　泌尿器科、内科、婦人科
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霞
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一
簸
、
．
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．

　
こ
と
し
は
大
雪
の
割
合
い
に
春
先

の
天
気
が
よ
く
、
苗
で
き
も
よ
か
，

た
。
春
の
天
気
が
よ
い
と
．
虫
ケ
ラ
も

順
調
に
で
て
く
る
．
な
か
で
も
稲
の

大
敵
二
化
メ
イ
虫
も
乙
他
聞
に
も
れ

す
、
平
年
に
く
ら
べ
や
＼
早
目
の
発

生
を
見
、
十
日
町
、
島
の
予
察
灯
で

は
五
月
二
十
四
日
に
第
一
回
目
の
発

蛾
搬
盛
期
を
む
か
え
て
い
る
。
そ
の

後
減
っ
て
再
び
六
月
四
日
頃
第
一
面

目
の
山
が
き
て
い
る
。
平
年
に
く
ら

べ
最
初
の
山
は
約
七
日
早
く
き
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
発
牛
量
に
つ

い
て
は
r
想
は
平
年
並
み
と
い
わ
れ

防除適期は六月下旬か

イネの大敵二力メイ虫退治

て
い
る
。
平
年
は
納
一
千
頭
で
て
い

る
、
こ
と
し
は
五
〇
％
の
五
〇
〇
頭

に
達
し
た
と
き
は
ち
よ
う
ど
六
月
四

日
の
第
二
回
目
の
山
と
ほ
ぼ
一
致
し

て
い
る
．

　
防
除
適
期
は
い
つ
ご
ろ
か

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
一
応
基
準
に

し
て
、
こ
と
し
の
二
化
メ
イ
虫
の
防

除
適
期
を
推
定
す
る
と
次
の
こ
と
が

い
え
る
の
で
は
な
い
か
．

▽
平
場
地
域
、
早
植
地
域
（
五
月

　
中
）
H
六
月
二
三
員
～
二
七
日
頃

▽
中
間
地
域
、
普
通
植
地
域
（
六
月

　
初
旬
）
π
六
月
二
五
日
～
三
〇
日

十現
震業経営シリーズ（2）

、＝
．～

萱

窯

　
頃

▽
山
聞
地
域
、
晩
植
地
域
躍
六
月
下

旬
～
七
月
初
旬

が
お
よ
そ
の
防
除
時
期
の
中
心
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
大
ざ
っ
ぱ
な
基

駆
で
あ
っ
て
、
適
確
な
防
除
は
や
は

り
農
家
個
汝
が
自
分
の
圃
場
の
メ
イ

虫
被
督
状
況
に
よ
う
て
や
る
の
が
最

も
よ
い
、
被
害
茎
が
畦
の
上
か
ら
認

め
ら
れ
る
頃
が
ホ
ツ
ド
ー
ル
の
散
布

適
期
で
あ
る
。
早
過
ぎ
る
よ
り
、
や

や
遅
目
の
方
が
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
．

　
薬
剤
は
何
が
よ
い
か

　
原
則
的
に
は
殺
虫
力
の
強
い
ホ
リ

ド
ー
ル
か
E
P
N
が
よ
い
。
粉
剤
は

十
ア
ー
ル
当
り
三
♂
撃
、
液
剤
で

は
ホ
リ
ド
ー
ル
は
二
千
倍
、
E
P
N

は
千
五
百
倍
に
し
動
力
噴
霧
機
は
七

〇
～
一
〇
〇
掲
（
四
～
六
斗
）
、
ミ

ス
ト
機
の
場
合
は
二
〇
～
三
〇
（
一

～
二
斗
）
に
し
て
平
均
に
散
布
す

る
．
な
お
、
こ
と
し
か
ら
低
毒
性
の

バ
イ
ジ
ッ
ト
乳
剤
が
市
販
さ
れ
る
。

　
防
除
の
重
点

一
、
必
す
重
点
防
除
を
行
い
無
散
布

　
田
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
．

二
、
均
一
散
布
す
る
。
吹
込
散
布
を

　
し
て
、
イ
ネ
の
株
元
に
葉
を
吹
き

　
つ
け
る
よ
う
に
し
て
ま
く
．

三
、
散
布
時
期
、
量
を
間
違
い
な
く

ま
く
こ
と
。

分
け
っ
期
の
水
の
か
け
ひ
き

　
初
期
生
育
が
よ
く
茎
数
が
多
過
ぎ

草
丈
が
伸
過
ぎ
た
り
交
反
対
に
今
年

の
よ
う
に
苗
の
徒
長
気
味
の
も
の
を

植
え
て
葉
先
が
枯
れ
好
ま
し
く
な
い

、
活
曽
後
適
当
な
温
度
、
水
分
、
養

分
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
順
調
に
葉
数
が

増
え
分
け
つ
も
増
え
る
も
の
で
あ

る
。
む
だ
茎
を
少
く
し
て
必
要
の
茎

を
数
適
期
に
揃
牙
る
に
は
、
先
す
初

期
の
牛
育
を
順
調
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
先
ず
地
温
、
水
温
を
高
め

る
水
の
か
け
引
き
は
階
天
の
日
中
は

浅
水
と
し
て
夜
は
深
水
と
す
る
。
晴

の
日
の
ダ
方
は
気
温
が
水
温
よ
り
早

く
低
く
な
り
朝
は
気
温
が
水
温
よ
り

早
く
高
く
な
る
．
こ
の
た
め
日
の
出

と
共
に
漸
次
水
を
減
ら
し
早
く
水
温

が
昇
る
よ
う
に
し
午
後
か
ら
次
第
に

深
水
に
し
夜
間
の
保
温
に
つ
と
め

る
．
叉
水
は
動
い
て
い
る
時
は
、
な

か
く
暖
か
ま
り
に
く
い
が
一
度
停

滞
す
る
と
急
に
暖
く
な
る
も
の
で
あ

る
が
ら
掛
流
し
は
分
け
つ
期
に
よ
く

な
い
、
漏
水
田
は
冷
水
害
を
さ
け
、

分
け
つ
を
促
進
す
る
た
め
出
来
る
だ

け
昼
間
は
水
を
止
め
る
よ
う
心
掛
け

夜
間
気
温
よ
り
も
水
温
が
高
く
な
る

時
だ
け
水
を
掛
け
る
ほ
う
が
よ
い
。

温
度
を
商
く
保
っ
た
め
に
深
水
過
ぎ

る
と
徒
長
し
葉
の
下
の
方
が
長
ぐ
な

り
下
葉
が
枯
れ
て
、
下
位
か
ら
の
分

け
つ
が
妨
げ
ら
れ
茎
の
充
実
が
悪
く

な
る
ば
か
り
か
生
理
障
害
の
根
腐
を

引
起
す
原
因
に
も
な
る
。
深
水
に
す

る
必
要
の
あ
っ
た
場
合
は
草
丈
の
半

分
を
越
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。
稲
が

分
け
つ
す
る
に
は
葉
が
病
虫
害
障
害

を
受
け
ず
に
日
光
や
空
気
を
充
分
う

け
健
全
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ

る
．
深
水
で
は
葉
が
水
中
で
あ
る
か

ら
、
分
け
つ
が
遅
く
な
っ
た
り
伸
び

て
こ
な
い
場
台
が
多
い
．

　
牛
産
力
の
高
い
丈
夫
な
分
け
つ
を

さ
せ
る
に
は
浅
水
と
し
て
茎
に
も
日

光
、
空
気
を
ふ
れ
さ
せ
る
よ
う
に
す

る
．
特
に
高
温
廼
あ
れ
ば
排
水
す
る

位
の
考
え
方
が
必
要
だ
。
中
干
頃

出
穂
四
〇
日
前
頃
に
な
る
と
そ
ろ
そ

ろ
高
温
と
な
り
土
壌
中
の
酸
素
不
足

が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
．
土
壌
中
の

酸
紫
不
足
は
根
の
活
力
が
悪
く
な
り

ム
ダ
茎
を
多
く
し
た
り
穂
を
小
さ
た

し
た
り
、
下
葉
が
枯
た
り
病
気
の
原

因
に
な
っ
た
り
す
る
．
日
申
葉
が
巻

く
の
は
根
の
働
き
が
弱
っ
て
い
る
証

拠
だ
。
そ
こ
で
出
穂
前
三
〇
～
四
〇

日
の
中
干
適
期
に
土
壌
条
件
に
よ
っ

て
、
適
宜
行
う
こ
と
が
よ
い
。
徐
女

に
乾
し
上
げ
徐
女
に
流
水
す
る
．
し

か
し
漏
水
田
は
干
さ
な
い
方
が
よ
い

し
充
分
な
中
午
不
能
田
は
二
厨
位
毎

に
排
水
溝
を
屈
う
て
排
水
す
る
こ
と

が
よ
い
．
幼
穂
形
成
期
以
降
は
生
理

を
妨
げ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
．
し
か
し
高
温
期
で
あ
る
た
め
充

分
な
水
分
供
給
が
堪
水
に
な
っ
て
根

の
働
き
を
阻
害
す
る
場
合
が
少
な
く

な
い
か
ら
、
土
壌
水
分
を
土
壌
容
水

量
の
八
O
～
一
〇
〇
％
の
間
に
維
持

す
る
水
分
が
八
O
％
（
水
分
八
O
％

と
は
足
で
土
を
踏
ん
で
水
が
に
じ
み

出
る
程
度
）
前
後
に
な
，
た
ら
流
水

す
る
が
堪
水
す
る
こ
と
な
く
排
水
し

て
土
壌
水
分
を
一
〇
〇
％
に
す
る
こ

と
を
繰
り
返
す
．
こ
の
程
度
な
ら
穂

の
形
成
期
穂
開
花
期
な
ど
で
も
牛
理

や
発
育
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
思

う
。
巫
水
量
の
豊
冨
な
処
で
は
高
温

時
の
掛
流
も
、
地
温
を
下
げ
酸
素
供

給
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
合
理
的
だ

◇
中
耕
と
除
草

　
田
植
直
後
の
中
耕
除
草
に
つ
い
て

は
前
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
特
に

生
産
性
を
高
め
苦
痛
を
軽
減
す
る
た

め
に
は
除
草
機
の
活
用
は
田
植
後
二

週
間
位
で
始
め
、
牛
理
を
害
し
な
い

よ
う
に
し
止
草
は
二
四
D
な
ど
の
除

草
剤
の
活
用
に
よ
っ
て
苦
痛
軽
減
に

役
立
た
せ
、
契
除
草
効
果
だ
け
で
な

く
あ
る
程
度
の
遅
発
分
け
つ
抑
制
と

倒
伏
防
止
も
可
能
で
あ
る
か
ら
出

穂
三
〇
～
四
〇
日
前
に
中
、
干
と
併

せ
て
、
朝
ダ
の
涼
し
い
時
に
散
布
す

る
こ
と
が
よ
い
。
女
P
C
P
を
使
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
稗
除
き
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

正
し
い
追
肥
の
や
り
方

　
田
植
後
の
イ
ナ
作
か
ん
り
の
う
ち

で
、
重
要
で
む
す
か
し
い
も
の
に
追

肥
が
あ
る
．

　
う
ま
い
追
肥
の
や
り
方
が
き
ま
っ

て
い
て
、
そ
れ
さ
え
や
れ
ば
コ
メ
が

と
れ
る
と
い
う
ワ
ケ
に
は
い
か
な

い
．
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
や
時
期
、
イ

ネ
の
出
来
万
に
合
う
や
り
方
が
必
要

で
あ
り
、
元
肥
と
の
関
係
も
大
き

い
。

，
』
、
ξ
レ
レ
レ
レ
ξ
レ
レ
レ
レ
レ
E
レ
）
レ
レ
E
レ
レ
レ

ミ
嘲
噂
q
q
嘱
…
（
－
i
（
q
崎
ヨ
司

日
町
市
．
農
業
の

一
、
有
効
分
け
つ
期

田
植
後
三
〇
～
四
〇
日
位
迄
は
有

効
分
け
つ
期
と
い
わ
れ
、
出
た
分
け

つ
は
収
量
に
直
接
ひ
び
き
穂
数
に
関

係
し
、
し
か
も
阜
く
出
た
分
け
つ
ほ

ど
大
き
い
穂
を
つ
け
る
の
で
、
肥
切

れ
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
極
端
な
早
植
で
表
層
施
肥
の
場
合

肥
切
れ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

穂
肥
ま
で
の
ツ
ナ
ギ
肥
と
し
、
や
り

　
　
　
　
レ
ー
E
レ
レ
レ

状
を

　
「
農
業
基
本
法
」
が
曲

り
な
り
に
も
国
会
を
通
過

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
係

あ
る
諸
法
律
の
制
定
が
な

さ
れ
て
初
め
て
、
こ
こ
に

農
業
革
新
の
第
一
歩
が

踏
み
だ
さ
れ
る
訳
で
す
が

そ
の
前
に
十
日
町
市
の
農

業
の
実
態
を
昆
る
こ
と
に

致
し
ま
す
。

　
脚
、
農
家
の
経
営 見

る

の
大
き
さ
は
ど
の
位
で
し

よ
。
つ
か

笥薯図農業経営の大きさと農家戸数

　　　1・5～2悔　　　　　　2hα以上

　　　3．6％一」二70、5・ぎ

30末

3．6％

5ぴ～1加

44．2％

農家戸数

　3．854

　
こ
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
経

営
耕
地
の
少
な
い
農
家
が
非
常
に
多

く
、
仮
り
に
一
・
五
盤
以
上
の
農
家

を
自
立
可
能
の
農
家
だ
と
す
る
と
わ

す
か
四
・
一
％
、
一
五
八
戸
、
他
の

農
家
は
共
同
化
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
と
い
う
勘
定
に
な
る
訳
で
、
農
業

の
合
理
化
、
近
代
化
に
近
ず
く
た
め

に
は
、
い
か
に
問
題
が
多
い
か
が
う

か
が
え
る
こ
と
で
し
よ
う
。
反
面
十

日
町
市
の
山
間
地
で
は
一
・
五
診
の

耕
地
を
も
っ
た
と
し
て
、
農
道
の
満

足
な
も
の
の
少
い
現
状
か
ら
「
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
を
よ
け
い
に
も

　
　
　
　
　
　
　
ち
た
い
が
、
耕

　
　
　
　
　
　
　
作
は
出
来
な
い

昭3濃家台帳

／　’
130丁～50】

い8・・％

＼
　＼

加～1．5加

　20，1％

」
と
し
て
悲
鳴

を
あ
げ
る
こ
と

で
し
よ
う
。

二
、
農
家

の
経
済
は

ど
・
つ
で
し

よ
・
つ
か

市
内
に
お
け

　
　
夏
は
暑
い
上
に
湿
度
が
高
い
の

　
で
す
べ
て
の
食
物
は
腐
敗
し
や
す

　
く
な
り
ま
す
。
殊
に
毎
日
の
お
べ

　
ん
と
う
は
、
よ
ほ
ど
注
意
し
ま
せ

　
ん
と
、
た
と
え
朝
煮
炊
し
た
も
の

　
で
も
、
お
昼
ま
で
に
腐
敗
し
て
い

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も

　
悪
い
臭
の
す
る
も
の
や
、
味
の
変

　
っ
た
も
の
は
食
べ
な
い
よ
う
に
気

　
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

　
　
ま
す
お
弁
当

　
箱
は
、
御
飯
と

　
お
か
す
入
れ
を

　
別
女
に
し
て
、

　
熱
湯
を
通
し
て
き
れ
い
に
洗
い
水

　
特
に
気
の
残
ら
ぬ
よ
う
に
十
分
乾

　
し
て
か
ら
使
い
ま
し
よ
う
。

　
　
お
か
ず
の
材
料
は
腐
敗
し
や
す

　
い
も
の
を
さ
け
て
新
鮮
な
も
の
を

　
選
ぷ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

　
佃
煮
や
干
物
な
ど
を
多
く
使
い
、

　
煮
る
、
焼
く
、
油
で
妙
め
る
、
な

　
ど
完
全
に
し
て
汁
気
の
な
い
よ
う

　
に
し
ま
す
．
蒸
物
や
あ
え
物
の
よ

過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
．

　
漏
水
田
や
砂
地
の
肥
持
ち
の
悪
い

処
は
、
イ
ネ
の
出
来
具
合
を
見
て
適

宜
追
肥
す
る
．
こ
の
場
合
リ
ン
酸
、

カ
リ
も
併
せ
て
施
し
て
も
よ
い
。

二
、
無
効
分
け
つ
期

　
有
効
分
け
つ
期
か
ら
幼
穂
形
成
期

ま
で
は
、
出
た
分
け
つ
が
穂
に
な
ら

な
い
無
効
分
け
つ
期
と
い
わ
れ
、
こ

の
時
期
の
チ
ッ
ソ
の
効
き
過
ぎ
は
、

ム
ダ
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
茎
葉

が
し
げ
り
、
日
光
が
当
ら
す
病
害
や

倒
伏
の
原
因
に
な
り
や
す
い
。

　
漏
水
田
、
砂
質
秋
落
田
以
外
は
追

肥
は
や
ら
な
い
方
が
よ
い
．
ど
う
し

て
も
心
要
な
場
合
は
極
少
量
に
と
ど

め
る
。

　
反
出
来
過
ぎ
の
場
合
、
田
干
し
を

し
て
肥
効
を
抑
え
る
。

三
、
幼
穂
形
成
期

　
こ
の
時
期
の
追
肥
を
一
般
に
穂
肥

と
呼
ん
で
い
る
。
施
す
時
期
は
、
早

生
で
は
幼
穂
形
成
期
よ
り
最
高
分
け

つ
期
が
遅
れ
る
の
廼
出
穂
二
〇
～
二

五
日
前
と
し
、
中
晩
生
で
は
、
二
〇

と
～
二
五
日
前
す
る
。

　
施
す
量
は
イ
ネ
の
出
来
方
に
よ
り

ち
が
う
が
、
チ
ッ
ソ
成
分
で
O
・
四

～
二
・
三
声
（
硫
安
な
ら
二
～
一
・

五
キ
ロ
）
と
し
、
時
朗
の
お
そ
い
場
合

う
に
水
分
の
多
い
料
理
は
さ
け
ま

し
よ
う
。
干
物
を
焼
い
て
紙
に
包

ん
で
別
に
持
っ
て
行
っ
た
り
、
新

鮮
な
胡
瓜
や
ト
マ
ト
な
ど
を
ビ
タ

ミ
ン
源
と
し
て
別
に
持
っ
て
行
く

の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
お

弁
当
は
、
料
理
し
て
か
ら
食
べ

る
ま
で
、
相
当
の
時
間
密
閉
し
て

お
き
ま
す
か
ら
、
高
温
の
た
め
に

む
れ
て
、
腐
敗
し
や
す
く
な
り
ま

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
お
弁
当
に
つ

い
て

す
．

　
昔
か
ら
御
食
を
炊
く
と
き
梅
午

を
二
、
三
粒
入
れ
て
炊
け
ば
よ
い

と
か
お
弁
当
の
御
飯
の
中
に
一
粒

入
れ
て
お
く
と
、
御
飯
が
長
持

ち
す
る
と
か
、
云
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
梅
．
干
の
酸
が
あ
る
程

度
の
腐
敗
防
止
に
役
立
つ
た
め
で

す
が
、
そ
れ
と
同
じ
理
由
で
普
通

の
食
酢
を
う
す
め
て
炎
き
上
っ
た

タ
は
量
を
減
ら
す
。

　
叉
元
肥
の
チ
ッ
ソ
量
が
多
い
場
合

は
、
時
期
を
お
く
ら
せ
、
量
を
減
ら

す
か
、
中
止
す
る
。

　
下
層
施
肥
田
で
は
葉
色
の
み
に
こ

だ
わ
ら
す
、
出
来
具
合
を
良
く
み
て

普
通
田
よ
り
や
＼
多
目
に
施
す
。

　
漏
水
田
、
砂
質
秋
落
田
廷
は
二
回

に
分
け
て
施
し
、
カ
リ
の
追
肥
（
塩

御
飯
に
振
り
か
け
て
も
効
果
が
あ

り
ま
す
．

　
そ
れ
か
ら
御
飯
は
水
を
ひ
か
え

て
か
た
め
に
炊
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
お
か
ず
の
味
付
は
濃
厚
に
、
塩

か
ら
い
も
の
は
塩
か
ら
く
、
甘
い

も
の
は
甘
く
つ
け
る
よ
う
に
し
ま

す
。
そ
し
て
な
る
ぺ
く
そ
の
日
に

料
理
レ
た
も
の
を
詰
合
せ
る
こ
と

で
す
。
や
む
を
え
す
宵
越
し
の
も

　
　
　
　
　
の
を
使
う
時
は
、

　
　
　
　
　
も
三
度
煮
返
す

　
　
　
　
　
か
、
焼
き
な
お
し

　
　
　
　
　
て
使
い
ま
し
よ
う

詰
め
る
時
ぱ
御
飯
も
お
か
す
も
必

す
さ
ま
し
て
か
ら
詰
め
る
こ
と
。

温
い
う
ち
に
詰
め
る
と
、
水
蒸
気

が
ふ
た
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
水
滴

と
な
っ
て
、
御
飯
や
お
か
す
ば
か

り
で
な
く
、
細
菌
も
つ
き
や
す
く

な
り
ま
す
か
ら
、
急
ぐ
場
合
で
も

温
い
も
の
は
湯
気
を
す
っ
か
り
発

散
さ
せ
て
、
さ
ま
し
て
か
ら
ふ
た

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

か
ん
き
ょ
う
衛
生
が
第

　
　
　
梅
雨
ど
き
の
畜
舎
と
家
畜
管
理

　
梅
雨
時
に
な
る
と
、
畜
舎
内
の
温

度
と
湿
度
が
高
く
な
り
、
吸
応
．
屋
里

が
発
生
し
、
家
畜
は
食
欲
が
お
と
ろ

え
て
生
産
が
減
少
し
、
伝
染
病
が
流

行
し
ま
す
。

　
家
畜
の
能
力
の
減
退
を
防
ぎ
、
快

適
な
生
産
を
続
け
さ
せ
る
た
め
に
つ

ぎ
の
こ
と
が
ら
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

①
畜
舎
の
空
気
を
清
潔
に
。
舎
内
温

　
度
、
擢
氏
一
八
～
二
〇
度
で
湿
度

　
五
〇
～
六
〇
％
が
家
畜
に
適
当
で

　
す
。
畜
舎
内
で
は
、
排
泄
物
か
ら

　
の
ガ
ス
、
水
蒸
気
、
ほ
こ
り
な
ど

　
で
空
気
が
よ
ご
れ
、
家
畜
の
健
康

　
を
害
し
、
抵
抗
力
が
お
と
ろ
え
て

　
伝
染
病
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

　
す
か
ら
常
に
新
鮮
な
究
気
の
中
に

第3図農外所得の占める割合
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農家所得
259，953円

十日町9戸ランダム

　　　昭34

る
農
家
の
経
済
は
裕
福
で
は
な
い
よ

う
6
す
。
働
け
ど
働
け
ど
の
農
家
が

多
い
の
で
す
。
農
藁
経
営
に
よ
っ
て

得
た
収
益
を
家
計
費
に
あ
て
る
と
足

り
な
く
な
る
．
そ
こ
で
山
林
を
切
る

と
か
、
出
稼
に
出
る
と
か
、
賀
バ
タ

を
織
る
と
か
し
て
ッ
ヂ
ツ
マ
を
合
せ

て
い
る
家
が
大
半
で
兼
業
農
家
の
多

い
こ
と
が
こ
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
特
に
十
日
町
の
織
物
の
売
行

良
好
か
ら
農
家
の
賃
バ
タ
織
り
が
多

く
な
っ
て
、
山
地
で
も
織
機
の
音
が

し
な
い
と
こ
ろ
は
な
い
く
ら
い
で
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＋

　
　
　
　
　
　
　
収
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昭
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図
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
乳

　
　
　
　
　
　
第
　
　
畜

す
。
農
村
の
冬
の
副
業
と
し
て
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
が
、
高
級
織
物
だ
け

に
経
済
の
好
況
不
況
の
影
響
の
あ
る

こ
♪
ほ
考
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。
な

ぜ
兼
業
に
走
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
ま

り
に
も
現
在
の
農
業
が
自
家
食
糧
重

点
農
業
で
、
現
金
の
入
ら
な
い
も
の

で
あ
る
か
が
お
わ
か
り
に
な
る
で
し

よ
う
．
一
に
も
金
二
に
も
金
の
世
の

中
、
も
う
少
し
金
を
と
る
．
い
わ
ゆ

る
商
品
化
農
榮
へ
一
歩
す
つ
前
進
し

て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は

業
を
従
と
す
震
業
を
主
と
す
る
兼
藁
農
塞
　
専
業
農
家

．
家
る
二
九
％
一
　
　
　
　
　
　
　
四
六
髪
　
　
　
二
五
％

十
目
町
而
農
家
戸
数
三
、
九
三
六
戸
（
農
業
セ
ン
サ
ス
）

蚕
　　10．7％

隔　11．1％

稲作68．6％

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
、
［
体
農
家
は
ど
ん
な

　
も
の
を
ど
れ
位
と
つ
て
い

　
る
の
で
し
よ
う
か

　
こ
れ
は
米
が
絶
対
多
く
、
続
い
て

養蚕、

そ
さ
い
等
の
畑
作
、
畜
産
の

順
で
す
。
農
業
基
本
問
題
調
査
会
の

答
申
に
よ
る
と
畜
産
と
果
樹
の
生
産

　
第
4
図

酒
の
密
造
は
や
め
よ
う

第2図
専兼業戸数

　
　
　
自
動
車
で
パ
レ
ー
ド

　
税
務
署
で
は
酒
類
密
造
防
止
協
力

会
の
協
刀
を
得
て
、
酒
の
密
造
者
取

締
と
防
止
冒
伝
に
力
を
入
れ
る
こ
と

と
な
り
、
次
の
日
程
に
よ
り
自
動

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
十
数
台
を
連
ね
て

密
造
酒
ぼ
く
め
つ
お
宣
伝
を
行
う
こ

と
に
な
妙
ま
し
た
。
な
お
、
各
地
区

に
駐
車
し
て
「
風
船
」
や
「
ぬ
り

え
」
を
子
供
た
ち
に
く
ば
り
ま
す
。

▽
六
月
十
九
日
（
月
）
十
日
町
市
内

▽
六
月
二
十
一
日
（
水
）
津
南
町

期
待
に
十
日
町
農
業
は
、
は
る
か
に

お
よ
び
の
つ
か
ぬ
こ
と
が
う
か
が
え

る
よ
う
で
す
。

　
（
次
回
は
市
農
業
今
後
の
方
同
）

1，482戸　　　　　現
　　　　　　　金
　　　　　　　収
　　　　　　，入
　　　　　　＋額
　　　　　　日別
　　　　　　町　　　　　　市農
　　　　　　農家
　　　　　　家一　　　　　　台’戸
　　　　　　讐数

　　　92戸

劃圃薗

2，271B

　　　l！i

　　　iil

　　　iil

翻
、
，
、
欄
問
］

加
四
～
六
♂
）
も
一
し
ょ
に
や
る
と

よ
い
。

穂
肥
を
施
す
に
は
、
な
る
べ
く
排

水
し
て
施
し
、
二
～
三
日
間
は
水
口

を
し
め
た
ま
ま
に
し
て
お
く
．
な
お

朝
露
の
あ
る
と
き
や
、
雨
上
り
で
ま

だ
葉
が
ぬ
れ
て
い
る
と
き
は
、
肥
料

が
葉
に
つ
い
て
、
葉
ヤ
ケ
を
起
し
ゃ

す
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
生
活
で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ

　
う
．

②
蚊
や
ハ
エ
の
ぼ
く
滅
は
計
画
的
に

　
梅
雨
時
の
伝
染
病
は
注
意
が
か
ん

　
じ
ん
で
す
。
と
く
に
吸
血
昆
虫
は

　
伝
染
病
を
媒
介
し
ま
す
。

　
鶏
痘
、
緬
山
羊
の
腰
麻
痺
或
い
は

脳
炎
な
ど
が
、
蚊
に
よ
り
次
女

　
と
伝
染
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
蚊
と
ハ

　
エ
の
発
生
予
防
ぼ
く
滅
に
は
大
い

　
に
努
力
し
た
い
も
の
、
ま
づ
発
生

　
し
や
す
い
水
溜
り
や
薮
な
ど
を
潟

　
掃
し
て
殺
虫
薬
な
ど
を
撤
布
す
る

　
こ
と
で
す
。
し
か
し
無
計
画
に
個

　
人
個
八
が
実
施
し
て
も
効
果
が
上

　
り
ま
せ
ん
か
ら
、
部
落
中
が
協
力

　
し
て
、
計
画
的
に
一
せ
い
に
実
施

　
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
蚊
、
ハ

　
エ
等
の
ぼ
く
滅
に
は
、
B
H
C
や

　
D
D
T
ま
た
は
リ
ン
デ
ン
、
パ
ン

　
ゾ
ー
ル
の
五
〇
～
一
〇
〇
倍
液
、

　
デ
ィ
ル
ド
リ
ン
の
七
〇
〇
倍
液
を

　
使
う
と
よ
い
で
し
よ
う
。
撒
布
す

　
る
と
き
は
、
で
き
れ
ば
家
畜
を
舎

　
外
に
出
し
、
壁
天
井
等
に
も
充
分

　
薬
剤
を
ふ
き
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
飼
槽
や
飼
料
に
か
》
ら
な
い
よ
う

　
に
し
て
撤
布
す
る
こ
と
も
大
切
で

　
す
蚊
や
ハ
エ
の
ほ
か
に
家
畜
に
つ

　
く
寄
生
虫
を
防
ぐ
に
は
、
畜
体
、

　
畜
舎
の
か
ん
き
よ
う
衛
生
を
は
か

　
る
乙
と
で
す
．
敷
わ
ら
は
常
に
新

　
し
く
し
、
一
日
一
回
は
入
れ
か
え

　
て
家
畜
に
良
い
臥
床
を
与
え
て
お

　
き
た
い
も
の
で
す
。

③
夏
を
涼
し
く
。
梅
雨
か
ら
梅
雨
あ

　
け
に
か
け
て
、
塚
畜
を
暑
さ
か
ら

　
守
る
準
備
が
必
要
で
す
。
カ
ボ
チ

　
ャ
や
ヘ
チ
マ
を
は
わ
せ
て
防
暑
設

　
備
と
す
る
な
ど
心
が
け
て
み
た
い

　
も
の
で
す
。

④
エ
サ
に
注
意
す
る
。
梅
雨
時
の
家

　
畜
は
エ
サ
に
敏
感
で
す
。
急
激
に

　
飼
料
を
か
え
な
い
と
か
、
水
と
塩

　
を
充
分
与
る
な
ど
家
畜
の
生
理
上

　
大
切
な
こ
と
で
す
。


